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１．緒言  

 

長崎県における花き輸出額は近年増加傾向に

あり，代表的な輸出品目には，トルコギキョウ，

ラナンキュラス，スカビオサ等の切り花や，ラベ

ンダー等の鉢物がある．これらの品目の長崎県オ

リジナル品種は香港やアメリカ，その他アジアの

輸出先において人気が高く，品種を指定した注文

は多いものの，長崎県の産地から輸出先の店舗に

並ぶまでは約 1 週間の長期間を要することから，

品質保持技術の活用が必要となる．  

長崎産のラベンダーはイングリッシュラベン

ダーに分類され，花色が濃く，春と秋の 2 季咲き

性を有する．このような特徴から，これまで長崎

ラベンダーの PR を行ってきた香港をはじめ海外

での需要が高まっている．しかし，輸送中の「花

穂の傷み」や「下葉の枯れ上がり」のほか，輸送

後の開花不良など，輸送条件に起因する問題が発

生している．   

ラナンキュラスは，海外でも需要が高い品目で

あり，長崎県では，他産地との差別化が図れるよ

うな珍しい花型・花色品種の育種を進め，輸出を

促進しているが，品種による日持ちの差が大きい

ことが問題である．また，スカビオサは，品種に

よっては萎れやすく日持ちが短いことが輸出を

行う際の問題であるが，流通量が少ない品目であ

るため，これまで品質保持技術が確立されていな

かった． 

一般に，鉢花の日持ちが低下する要因としては，

輸送中の温度や光環境が挙げられる（駒形ら，

2005；中島ら，2022）．一方，切り花ではエチレン

による器官の脱離や花弁の萎れ，水上げ不良等が

挙げられるが，この点は品質保持剤の使用で改善

される可能性がある（宇田ら，1986；市村，2010；

市村ら，2011）．品質保持剤にはエチレン阻害や抗

菌効果のある成分，糖質，および植物成長調節物

質等が含まれ，これらを混合した薬剤が市販され

ている．カーネーションでは，エチレン阻害剤と

して広く使用されている STS（チオ硫酸銀錯塩）

を多量に吸収させると葉のクロロシス等の銀の

過剰障害が発生することが報告されており（宇田

ら，1996），適切な使用方法を遵守する必要がある． 

本研究では，輸送条件に起因する各種障害の軽

減による輸出花き類の品質向上を目的として，ラ

ベンダー鉢物の輸送にかかる諸条件および輸送

後の観賞条件の検討を行った．また，スカビオサ

とラナンキュラスの切り花についてエチレン感

受性の有無および品質保持剤の使用による品質

保持効果の検証を行った．  

 

 
２．材料および方法  

 
 

1) ラベンダー鉢物の長期輸送における品質保持

技術 

(1)輸送温度 

2020年4月21日にラベンダー「しずか」を植栽し

た3号鉢を供試し，表1の2つの条件でそれぞれ暗

黒輸送シミュレーションを行った．供試サンプル

は，花穂が3～5本着生した鉢植えを各区5～10鉢

使用した．供試植物は，暗黒輸送シミュレーショ

ンを行った後，気温25℃，相対湿度60％，照度10

00lx，12時間日長に設定した室内で日持ちおよび

褐変葉数を調査した．ラベンダーは多数の小花が

集まり１つの花穂を形成する植物であるため，日

持ち終了基準は，「1鉢に着生している葉数のうち

50％が褐変」，「生存花穂数が１鉢あたり花穂数

の15％以下」および「生存花穂数が1花穂以下」の

いずれかに該当した時とした．調査期間中のかん

水は上部かん水とし，用土が乾ききらないように

適宜かん水を行った． 

(2)出荷時の花穂の発達程度 

2020年10月2日にラベンダー「長崎Lav3」を植

栽した4号鉢を，各区1～5鉢（4～11花穂）供試し，

暗黒輸送シミュレーション開始時の花穂の発達

程度が終了後の小花の開花率および開花までの

日数に及ぼす影響を調査した．なお，着生してい

る花穂を小花の発色程度により5つに分類し，花

穂発達程度とした（表2)．供試植物は，表1の低温

輸送区の条件で暗黒輸送シミュレーションを行

った後，ガラスハウス内で管理した．開花率は，
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日持ち終了時に着生している全花穂を対象に調

査し，1花穂あたりに着生している小花数に対す

る開花した小花数の割合を算出した．また，1花穂

の中で1輪目の小花が開花した日を開花までの日

数とした．調査期間中のかん水は，1日1回の上部

かん水とした． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)エチレン感受性 

2022年1月5日にラベンダー「しずか」を植栽し

た4号鉢を，各区1～2鉢（2～8花穂)供試した．供

試植物は，アクリルチャンバー内に静置し，その

後，チャンバー内にエチレンガスを注入した．各

試験区のエチレンガス濃度は，0μl/L，1μl/L，お

よび10μl/Lに調製し，チャンバーを密閉した後に，

チャンバー内部のファンで攪拌した．24時間後，

チャンバーからサンプルを取り出し，小花の落花

程度を調査した．小花の落花程度は，各区の全花

穂を対象に，4段階(ほとんど落花なし，～5割落花，

5～8割落花，および8割以上落花)に分けて評価し

た．その後，ビニールハウス内で日持ち調査を行

った．なお，日持ち期間が40日を超える場合には

調査を打ち切り，40日とした． 

(4)室内観賞時の光量 

 2021年9月22日にラベンダー「長崎Lav3」を植

栽した3号鉢を各区5～7鉢（21～30花穂)供試し，

表1の低温輸送区の条件で暗黒輸送シミュレーシ

ョンを行った．その後，LEDランプ（東神電気株

式会社製)を用いて，室内照度を1000lx，5000lxお

よび12000lxに調整した3処理区を設け，花穂の日

持ちと1花穂あたりの開花率を調査した．日持ち

終了基準は，花穂全体が褐変した時とし，日持ち

終了時に，着生した全花穂を対象に，1花穂あたり

に着生している小花数に対する開花した小花数

の割合を開花率として算出した．なお，照度以外

の条件は，気温25℃，相対湿度約60％，日長12時

間に設定した． 

 

2) ラナンキュラス切り花における品質保持技術 

(1)エチレン感受性 

2021年1月5日にラナンキュラス「シロッコ」を

各区7～9本供試した．収穫後，40㎝に調整した切

り花を蒸留水に生けた状態でアクリルチャンバ

ーに静置し，チャンバー内にエチレンガスを注入

した．各処理区のエチレンガス濃度は0μl/L，1μ

l/L，10μl/Lに調整し，チャンバーを密閉した後に

チャンバー内部のファンで攪拌した．処理開始か

ら1日または3日後，チャンバーからサンプルを取

り出し，気温21℃，相対湿度約60％，照度750～9

00lx，日長12時間に設定した室内で日持ち調査を

行い，調査開始から3日後に脱離した萼片数を計

測した．日持ち終了基準は，一般財団法人日本花

普及センター「切り花の日持ち評価レファレンス

テストマニュアル」に準じ，すべての花弁に褐変

または萎れが見られた時とした．また，脱離した

萼片数は，日持ち調査開始時の萼片数から日持ち

期間終了時の萼片数を差し引いて算出した．調査

中は茎の切り戻しおよび生け水の交換は行わず，

蒸留水を適宜つぎ足した． 

(2)品質保持剤の効果 

2021年1月25日に，ラナンキュラス「シロッコ」

を各区7～10本供試し，品質保持剤である前処理

と後処理の組み合わせ処理が日持ちに及ぼす影

響を調査した．前処理として，①エチレン作用阻

害剤として広く使用されているSTS（商品名：ク

リザールK‐20C）の1000倍希釈液および②糖と

抗菌剤を含む品質保持剤（商品名：美咲ファーム，

以下MFとする)の100倍希釈液を使用した．対照区

には③蒸留水を使用した．後処理には糖質と抗菌

剤から構成される①GLA（１％グルコース，ケー

ソンCG（rロームアンドハースジャパン ,有効成分

として11.3g/L 5‐クロロ2‐メチル‐4イソチア

ゾリン‐3‐オンおよび3.9g/L 2‐メチル‐4‐イ

ソチアゾリン‐3‐オンを含む) 0.5ml/L，硫酸ア

ルミニウム50㎎/L)を使用した．対照区には②蒸留

表１ 輸送シミュレーション条件 

小花発色程度
（％）

20～30 40～60 60～80 80～90 100

花穂発達程度 1 2 3 4 5

表２　花穂発達程度

処理区 温度 時間 想定条件

18℃ 28時間 長崎～市場・トラック

18℃ 64.5時間 市場保管

18℃ 30分 出庫

18℃ 1.5時間 市場～空港・トラック

18℃ 50時間 飛行機発～花店到着

８℃ 28時間 長崎～市場・トラック

18℃ 14.5時間 市場保管

５℃ 50時間 市場内冷蔵庫保管

18℃ 30分 出庫

５℃ 1.5時間 市場～空港・トラック

18℃ 50時間 飛行機発～花店到着

常温輸送（慣行）

低温輸送



花きの長期輸送を可能とする品質保持技術の開発 

- 36 - 

 

水を使用した．切り花を40㎝に調整した後，15℃

に設定した恒温器内で前処理剤を13時間吸水さ

せた．前処理終了後，同室内で蒸留水に24時間生

けた後，エチレン感受性試験と同様の条件に設定

した室内で日持ち期間および観賞中の切り花重

の調査を開始した．日持ち終了基準は，エチレン

感受性試験に準じた．切り花重は調査開始から5

日間毎日測定し，日持ち調査開始時の切り花重を

100としたときの，5日目の切り花重の割合を百分

率で示した値を相対新鮮重とした．後処理を行う

試験区は，日持ち調査期間を通して後処理剤に生

け，適宜同組成の液をつぎ足した．  

 

3) スカビオサ切り花における品質保持技術 

(1)エチレン感受性 

2021年7月6日にスカビオサ「フリフリサラ」を

各区10～11本供試した．調査手法はラナンキュラ

スのエチレン感受性試験に準じた．エチレン処理

濃度は0μl/L，0.2μl/L，1μl/L，および10μl/L，処

理時間は24時間とした．日持ちおよび品質調査は，

気温23℃，相対湿度約50％，照度1000lx，日長12

時間に設定した室内で行った．日持ち終了基準は，

一般財団法人日本花普及センター「切り花の日持

ち評価レファレンステストマニュアル」に準じ，

花弁の半数が褐変または萎凋した時とした．  

(2)STSの処理条件 

2022年1月5日に「フリフリサラ」を各区10～12

本供試し，STSの処理時間および濃度が日持ちに

及ぼす影響を調査し，併せて各区におけるSTSの

吸収量を計測した．切り花を40㎝に調整した後，

18℃に設定した恒温器内で前処理としてSTSを吸

収させた．処理条件は，2000倍・24時間，1000倍・

24時間，1000倍・48時間とした．対照区には蒸留

水を48時間吸水させた．前処理後，スカビオサの

エチレン感受性試験に準じて日持ち調査を行っ

た．STS吸収量は，吸水したSTS希釈液の容量と原

液に含まれるSTSの濃度から算出した． 

(3)品質保持剤の効果  

2021年8月25日に「フリフリサラ」を各区6本供

試し，前処理と前処理の組み合わせ処理が日持ち

に及ぼす影響を調査した．前処理には①STS（商

品名：クリザールK‐20C)の1000倍希釈液および

②MFの100倍希釈液を使用した．対照区は，③蒸

留水を使用した．後処理には①GLAを使用した．

対照区は，②蒸留水を使用した．供試切り花は，

40㎝に調整し，18℃に設定した恒温器内で前処理

剤を17時間吸水させた．前処理終了後，切り花の

切り口に保水材（商品名：エコゼリー）をつけた

状態で縦型の段ボールに入れ，10℃の冷蔵庫で5

日間の暗黒輸送シミュレーションを行った後，日

持ち調査および切り花重の調査を行った．日持ち

調査室の環境条件および日持ち終了基準は，スカ

ビオサエチレン感受性試験に準じた．切り花重は

調査開始から5日間毎日測定し，日持ち調査開始

時の切り花重を100としたときの5日目の切り花

重の割合を百分率で示した値を相対新鮮重とし

た．後処理を行う試験区は，日持ち調査期間を通

して後処理剤に生け，適宜同組成の液をつぎ足し

た． 

 

4) 統計処理 

各試験の統計解析には，統計分析ソフト R ver． 3.6.1

および EZR ver．1.41 を用いた． 

 

 

 

３．結果  

 

1） ラベンダー鉢物の長期輸送における品質保持

技術 

(1)輸送温度 

暗黒輸送シミュレーション終了1日後の褐変

葉数は，低温輸送区で4.9枚となり，常温輸送区

の19.2枚に比べ有意に少なくなった（表3）．ま

た，暗黒輸送シミュレーション終了後4日目の低

温輸送区および常温輸送区の平均的な供試植物

の外観（写真1）は両区間で明瞭に異なった．一

方，日持ち期間は低温輸送区の13.8日と常温輸

送区の7.4日の間に統計的な有意差は認められ

なかった（表3）．  
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(2)出荷時の花穂発達程度 

暗黒輸送シミュレーションの低温輸送区の条

件下(表1)において，処理時の花穂の発達程度ご

とに処理後の小花の開花までの日数および小花

の開花率について調査した結果，花穂の 20～9

0％が発色した状態で暗黒輸送シミュレーショ

ンを行うと，シミュレーション後の小花の開花

率は89％以上を示したが，100％発色した花穂で

は約60％となった．また，開花までの日数は，1 

00％発色した花穂では，1輪目の小花が開花する  

までに7.5日であったのに対し，20～30％発色し  

た花穂では開花までに30.4日と長期間を要した

（表4）．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)エチレン感受性 

エチレン処理後の小花は，処理濃度および処

理時の小花発色程度が大きくなると，落花数が

増大する傾向にあった．90％発色・エチレン1μ

l/L区では小花の落花が見られなかったものの，

100％発色・エチレン1μ l/L区では半数の花穂で

小花の落花が確認された．また，100％発色・エ

チレン10μ l/L区では，1花穂に着生した小花の

うち8割以上の小花が落花した花穂が全体の8割

を占めた（表5）．  

日持ち期間は，エチレン処理時の小花発色程

度が大きいほど，処理濃度が高いほど短くなり，

これら2要因には交互作用は認められなかった

（表6）．   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 暗黒輸送シミュレーション終了後 4 日目 

（左：低温輸送，右：常温輸送） 

暗黒処理時の
花穂発達程度

調査花穂数
開花までの日数

（日）
小花の開花率

（％）

1 11      30.4 a
z

   94.1 a
y

2 11      26.6 a    90.0 a

3 7      26.0 a    90.1 a

4 5      18.4 b    89.4 a

5 4       7.5 c    60.1 b
z 一元配置分散分析およびTukeyの多重比較により5%水準で有意差あり
yアークサイン変換後に，一元配置分散分析およびTukeyの多重比較を行った結果，
縦の異なる文字間に5％水準で有意差あり

表４　暗黒輸送シミュレーション時の花穂発達程度が
ラベンダー「長崎Lav3」の小花開花までの日数と

開花率に及ぼす影響

暗黒輸送シミュレーション
条件

調査鉢数
平均日持ち期間

(日)

暗黒輸送シミュレーション終了
1日後の褐変葉数

（枚/鉢）

常温輸送(慣行) 5 7.4 19.2

低温輸送 10 13.8 4.9

0.066 0.046
z　
t検定により，P＜0.05を有意差ありとした

t検定（P値）
z

表３　暗黒輸送シミュレーション時の温度条件が
ラベンダー「しずか」の日持ち期間と品質に及ぼす影響

0 ～50 50～80 80～

0 3 3 0 0 0

1 2 2 0 0 0

10 3 0 2 1 0

0 3 3 0 0 0

1 8 4 1 1 2

10 5 0 1 0 4
z
 小花落花程度は，1花穂ごとに調査した

100

表５　エチレン処理時の小花発色程度と処理濃度が
ラベンダー「しずか」の小花の落花に及ぼす影響

小花発色程度
（％）

エチレン処理濃度
（μl/L）

小花落花程度z

（％）調査花穂数

90

小花発色程度
（％）

エチレン処理濃度
（μl/L）

調査花穂数
平均日持ち期間

（日）

0 3 40.0

1 2 40.0

10 3 26.7

0 3 40.0

1 8 11.5

10 5 4.2

0.012

0.014

0.203

90

100

二元配置分散分析
z

（P値）

小花発色程度

エチレン処理濃度

交互作用

表６　小花発色程度とエチレン処理濃度が
ラベンダー「しずか」の日持ち期間に及ぼす影響

z 二元配置分散分析により，P＜0.05を有意差ありとした

注)日持ち調査は40日で打ち切りとし，調査開始から40日後に日持ち終了とならな

かった場合は40日とした
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(4)室内観賞時の光量 

光量の異なる観賞条件下では，光量が大きく  

なるほど日持ち期間が長くなる傾向を示し，10

00lx区では日持ち期間が16.0日であったのに対

し，5000lx区では22.3日，12000lxでは24.1日とな

った．また，光量が大きくなるほど小花の開花

率は大きくなり，12000lx区で22.7％と最大にな

った（表7）．日持ち調査8日目には，1000lx区で

は一部の花穂が萎れ始めたが，12000lx区では小

花の開花が見られた（写真2）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) ラナンキュラス切り花における品質保持技

術 

(1)エチレン感受性 

二元配置分散分析の結果，エチレン処理日数

と日持ち期間には関連が認められ，処理日数が

長くなると日持ち期間が短くなる傾向を示した．

また，エチレン処理濃度および処理日数と脱離

した萼片数には関連が認められ，処理濃度が高

く，処理日数が長いと脱離した萼片数は増加し，

エチレン10μ l/L・3日処理で最も多く脱離した．

なお，脱離した萼片数については，処理濃度と

処理日数の間に交互作用が認められた（表8，写

真3）．  

 

 

 

 

 

 

 

(2)品質保持剤の効果 

二元配置分散分析の結果，前処理および後処

理は，どちらも日持ち日数および相対新鮮重と

関連が認められ，STS‐GLA（前処理‐後処理）

区では日持ち期間は8.9日，相対新鮮重は103.5％

と最大になった．また，STS‐GLA区の日持ち期

間は，水‐GLA区の7.6日より有意に長くなった（ t

検定，P＝0.0002）．なお，日持ち日数および相

対新鮮重について，前処理と後処理に交互作用

は認められなかった（表9）．日持ち調査7日目に

は，MF‐水区，水‐水区（前処理‐後処理）で

は，外側の花弁が一部落弁し，水-水区では茎折

れが見られた（写真4）．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ 日持ち調査７日目の様子 

左から STS‐GLA，MF‐GLA，水‐GLA，STS‐水， 

MF‐水，水‐水（前処理‐後処理） 

写真２ 日持ち調査８日目 

左：1000lx，中央：5000lx，右：12000lx 

写真３ ラナンキュラス「シロッコ」萼片脱離の

様子 

観賞中の光量
（lx）

調査花穂数
平均日持ち期間

(日)
小花の開花率

（％）

1000 21     16.0 bz     　0.0 cy

5000 27     22.3 a     　8.4 b

12000 30     24.1 a    　22.7 a

表７　室内観賞時の光量がラベンダー「長崎Lav3」の
日持ち期間と小花の開花率に及ぼす影響

z
 一元配置分散分析およびTukeyの多重比較により，縦の異なる文字間には５％水準
で有意差あり
y
 アークサイン変換後に，一元配置分散分析およびTukeyの多重比較を行った結果，
縦の異なる文字間には５％水準で有意差あり

前処理 後処理

STS GLA 9 8.9 103.5

MF GLA 10 8.3 95.1

水 GLA 7 7.6 96.6

STS 水 9 7.4 77.1

MF 水 9 6.4 74.4

水 水 7 6.7 68.0

＜0.001 ＜0.001

＜0.001 0.031

0.171 0.377
z
 日持ち調査開始時を100とした時の５日目の切り花重の割合

y
 二元配置分散分析により，P＜0.05を有意差ありとした

表９　品質保持剤処理がラナンキュラス「シロッコ」の
日持ち期間および新鮮重に及ぼす影響

試験区 平均日持ち期間
（日）

平均相対新鮮重z

（％）

二元配置分散分析
y

(P値)

調査切花数

前処理

後処理

交互作用

処理濃度
（μl/L）

処理日数
（日）

1 7 12.4 0.0

3 7 10.4 0.4

1 9 11.1 0.0

3 9 10.0 3.7

1 9 11.7 0.2

3 9 10.6 4.1

0.408 ＜0.001

0.011 ＜0.001

0.752 ＜0.001
z 二元配置分散分析により，P＜0.05を有意差ありとした

二元配置分散分析
z

(P値)

表８　エチレン処理がラナンキュラス「シロッコ」の
日持ち期間と萼片の脱離に及ぼす影響

脱離した
蕚片数

（枚/花）

エチレン

0

1

10

平均
日持ち期間

（日）

調査切花
数

処理濃度

処理日数

交互作用
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3) スカビオサ切り花における品質保持技術 

(1)エチレン感受性 

エチレン処理によって日持ち期間は短くなる傾向

を示し，エチレン 10μl/L の処理で日持ち期間は 7.8

日となり，エチレン 0μl/L 区の 13 日と比べ有意に

短くなった．また，0.2μl/L 区および 1μl/L 区での

日持ち期間は 0μl/L 区と同等であった（表 10）．な

お，エチレン処理により花弁の褐変および萎凋が見

られたが，花弁や蕚片の脱離はわずかであった（写

真 5）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)STSの処理条件 

STS吸収量は，2000倍・24時間処理で0.65μl/新

鮮重10gであり，1000倍・24時間の1.43μl/新鮮重

10gおよび1000倍・48時間の2.56μ l/新鮮重10gと

比べ少なかったが，日持ち期間は17.9日となり，

無処理の15.5日より有意に長くなった（表11）．

なお，STS処理による花弁や茎への銀の過剰障害

は見られなかった（データ省略）． 

 

 

 

 

 

 

(3)品質保持剤の効果 

二元配置分散分析の結果，前処理および後処理

と日持ち期間には関連が認められ，STS‐GLA区

で19.2日と最長となり（表12），水‐GLA区の15.

2日に比べ有意に長くなった（ t検定，P＝0.015）．

また，相対新鮮重と前処理の間には関連が認めら

れなかったが，後処理との関連は認められ，STS

‐GLA区で最も高い値を示した．なお，日持ち日

数および相対新鮮重について，前処理と後処理の

間に交互作用は認められなかった（表12）．日持

ち調査9日目には，MF‐水区および水‐水区では，

ほとんどの花弁が萎れた（写真6）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真６ 日持ち調査９日目 

左から STS‐GLA，MF‐GLA，水‐GLA，STS-水，MF‐水，

水‐水（前処理‐後処理） 

写真５ 日持ち調査３日目  
左から0，0.2，1，10ppm 

エチレン処理濃度
（μl/L）

調査切花数
平均日持ち期間

（日）

0 10      13.0 a
z

0.2 10      14.0 a

1 11      11.5 ab

10 10       7.8 b
z　縦の異なる文字間には一元配置分散分析およびTukeyの多重検定により
5％水準で有意差あり

表10　エチレン処理がスカビオサ「フリフリサラ」の
日持ち期間に及ぼす影響

前処理 後処理

STS GLA 6 19.2 96.2

MF GLA 6 16.2 91.2

水 GLA 6 15.2 90.2

STS 水 6 10.3 86.9

MF 水 6 9.8 86.3

水 水 6 9.0 83.6

0.006 0.128

＜0.001 ＜0.001

0.175 0.605

調査切花数

前処理

後処理

交互作用
z
 日持ち調査開始日を100とした時の5日目の切り花重の割合

y
 二元配置分散分析により，P＜0.05を有意差ありとした

試験区 平均日持ち期間
（日）

平均相対新鮮重z

（％）

二元配置分散分析
y

(P値)

表12　品質保持剤処理がスカビオサ「フリフリサラ」の
日持ち期間と新鮮重に及ぼす影響

STS処理条件
（倍・時間）

STS吸収量
（μl/新鮮重10g）

調査切花数
平均日持ち期間

（日）

無処理 ‐ 11    15.5 bz

2000・24 0.65 12    17.9 a

1000・24 1.43 10    17.6 ab

1000・48 2.56 10    16.1 ab

表11　STSによる前処理条件が
スカビオサ「フリフリサラ」の日持ち期間に及ぼす影響

z　縦の異なる文字間には一元配置分散分析およびTukeyの多重検定により5％水準で有意

差あり
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４．考察  

 

1) ラベンダー鉢物の品質保持 

(1)輸送温度 

ラベンダー「しずか」の輸送温度を低温にするこ

とで，褐変葉数が減少し日持ち期間が延長する傾向

を示した．現状のラベンダーを含む鉢花の輸出で

は，約１週間の輸送期間の大半は暗黒・常温下であ

る．このため，光合成がほとんど行われず呼吸のみ

が行われる．植物体の呼吸量は，気温が高いほど増

加し，それに伴い植物体内の貯蔵炭水化物が減少す

ることで老化が早まることが知られている（市村，

2010）．本試験の結果から，ラベンダーにおいて

も，輸送温度を5～8℃まで下げることにより呼吸を

抑制し，日持ち期間を延長できる可能性が示唆され

た．しかし，本技術の導入には，低温輸送にかかる

コストや冷蔵庫へ搬入する手間が課題となると考え

られる．このため，これらの課題について実現性を

検証することが望まれる． 

(2)出荷時の花穂発達程度 

ラベンダー「長崎Lav3」の小花発色程度が100％

発色より未熟である90％以下が発色した状態で暗黒

輸送シミュレーションを行うと開花率が高くなっ

た．しかし，花穂が未熟すぎる状態で暗黒輸送シミ

ュレーションを行うと，花色がラベンダー特有の紫

色に発色しておらず緑色の状態であり(表2)，開花

までに長期間を要した．通常ラベンダーは，小花が

十分に発色し開花寸前の花穂が数本着生した状態で

出荷されるが，開花寸前の小花は周囲の環境条件の

変化に対する傷みや呼吸による消耗が激しく，輸送

中または着荷直後に枯死することがある．しかし，

花穂が未熟な状態で輸送すると，紫色に発色してお

らず，開花までに時間を要するため，消費者の購買

意欲の減退要因となる可能性がある．これらのこと

から，花穂が80～90％発色した状態を適正な出荷時

期の目安とすることで，輸送に伴う障害を軽減する

ことが可能と推察された． 

(3)エチレン感受性 

ラベンダー「しずか」では，エチレン処理濃度が

高くなると小花の落花が多くなった．また，このこ

とは，処理時の小花発色程度90％に比べ100％で顕

著であった．日持ち期間について，小花発色程度と

エチレン処理濃度の間には交互作用は見られなかっ

たが，小花が90％発色した花穂と比べて100％発色

した花穂は，エチレン処理により日持ち期間が短く

なった．カーネーションでは，蕾の状態ではエチレ

ン感受性は小さいが，開花につれて増大することが

知られており（Camprubiら，1978；Bardenら，197

2），ラベンダーでも同様に小花発色程度90％から1

00％の間でエチレン感受性が高くなる可能性がある

と考えられる． 

(4)室内観賞時の光量 

ラベンダー「長崎Lav3」を供試した試験結果か

ら，観賞時の照度が5000lx以上で日持ち期間が延長

し開花率が向上することが明らかとなった．鉢物シ

クラメンや鉢物カーネーションでは，観賞中の室内

照度と開花率の相関が報告されており（須田ら，20

01；駒形ら，2005），鉢物デルフィニウムは弱光下

で光合成が抑制されることにより小花中の糖含量が

減少し，それに伴いエチレン生成が促進され日持ち

が短くなるとしている（Tanaseら，2005）．これら

のことから，本試験では糖含量については調査して

いないが，1000lx処理区では，光量不足により開花

に必要な糖の合成が不十分であった可能性が考えら

れる．また，ラベンダーの日持ちにエチレンが関与

することが示唆されたことから，弱光下でのエチレ

ン生成（Tanaseら，2005）が関与している可能性も

考えられる．これらのことについては，さらに詳細

な検討が必要である． 

一般に，ラベンダー鉢花は室内で観賞されること

が多く，室内環境は光量不足になりがちであり植物

の生育にとって劣悪な環境となる（須田ら，2001）

ため，室内等の低照度下での観賞は，開花不良を引

き起こし日持ちが短くなる等，品質劣化の大きな要

因となることが想定される．室内では，直接日光が

当たる窓辺等に置き5000lx以上を確保することで品

質維持が期待できると考える． 

 

2) ラナンキュラス切り花のエチレン感受性と品質

保持剤の効果 

本試験でラナンキュラス「シロッコ」にエチレン

処理を行った結果，萼片の脱離が見られ，処理日数

および処理濃度が増大すると脱離した萼片数が増加

した．多くの切り花の老化にはエチレンが関係して

おり，エチレンにより花弁の萎凋あるいは脱離が促

進されることが知られている（市村，2010）．エチ
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レンに対する切り花の反応は，花弁の萎れを誘導す

る「花弁萎凋型」と花弁あるいは萼片が離層形成し

て器官脱離を引き起こす「花弁脱離型」に大別され

る（市村，2010）．ラナンキュラス「シロッコ」

は，花弁の萎凋および脱離は見られなかったものの

萼片が著しく脱離したため，「花弁脱離型」を示す

花弁と類似した機構により萼片の脱離が引き起こさ

れた可能性があると推察される．また，エチレン処

理日数が長くなると，花弁の褐変および萎れから判

断した日持ち期間は短くなったが，エチレン処理濃

度は日持ち期間に影響しなかった．これらのことか

ら，市村（2010）のエチレン感受性の分類による

と，ラナンキュラス「シロッコ」は「やや低い」に

分類されると考えられる． 

前処理としてSTSおよびMFの2種類，後処理とし

てGLAの組み合わせ処理が品質に及ぼす影響を調査

した結果，前処理と後処理により日持ち期間が延長

するとともに相対新鮮重が大きくなり，前処理と後

処理に交互作用は認められなかった．前処理に水，

後処理にGLAを使用した時の日持ち期間は7.6日で

あり，これと比較すると，前処理にSTS，後処理に

GLAを使用すると日持ち期間は8.9日と有意に長く

なった．Kenzaら（2000）は，ラナンキュラス切り

花「Aviv」は，エチレン感受性はあるが，STS処理

による日持ち期間延長効果はないとしているが，本

試験の結果ではSTSの効果が見られた．このこと

は，品質保持剤の効果には品種間差がある可能性を

示唆するものと考えられる．また，糖質と抗菌剤を

含む後処理剤GLAは，新鮮重の維持に大きく寄与し

ていた．一般に，糖質は花弁細胞の膨圧を維持する

とともに，吸水を促進し水分バランスを良好にする

とされる（市村，2010）．本試験でもGLA処理によ

り，相対新鮮重が大きくなり，日持ち期間が長くな

ったことから，ラナンキュラスにおいても糖質は花

弁細胞の水分維持に寄与する可能性があると考えら

れる． 

 

3) スカビオサ切り花のエチレン感受性と品質保持

剤の効果 

スカビオサ「フリフリサラ」にエチレン処理を行

った結果，エチレン10μl/L・24時間処理で日持ち

期間が短くなった．エチレン処理による花弁の脱離

はわずかで，主に花弁の萎凋や褐変が見られたこと

からスカビオサ「フリフリサラ」は「花弁萎凋型」

の反応を示し（市村（2010）），エチレン感受性

は，「やや高い」に分類されると考えられる．この

ことは，Van Doorn（2001)，Wolteringら（1998)

が，スカビオサ（Scabiosa caucasica）はエチレンに

対する感受性が比較的高いと報告していることと一

致している． 

スカビオサ「フリフリサラ」で，前処理としてS

TSおよびMFの2種類，後処理としてGLAの組み合

わせ処理が品質に及ぼす影響を調査した結果，日持

ち期間は前処理と後処理により延長し，相対新鮮重

は後処理により大きくなった．また，前処理に比べ

て後処理の日持ち期間延長効果が大きかった．この

ことから，スカビオサでは後処理GLAが重要である

が，スカビオサはエチレン感受性がやや高いこと

や，後処理のみを行った場合に比べ，前処理STSと

後処理を組み合わせて行った場合では日持ち期間が

有意に長くなることから，生産者段階でのSTSによ

る前処理も有効であると考えられる．また，糖質を

含む後処理を行うことにより相対新鮮重が大きくな

り日持ち期間が延長したことは，ラナンキュラスと

同様の機構によるものと考えられる． 

エチレン感受性が高く，エチレンが花の老化の大

きな要因となる品目では，STS等のエチレン作用阻

害剤を前処理として使用することが多く，エチレン

感受性が非常に高いカーネーションではSTSによる

前処理の日持ち延長効果は非常に高いとされている

（Veen，1979）．一方で，アサガオのようにエチ

レンに対する感受性が高いにも関わらずエチレン阻

害剤による老化遅延効果が小さい品目も報告されて

いる（Yamadaら，2006）．そのため，エチレン感

受性の程度だけではSTS等のエチレン阻害剤を含む

品質保持剤の効果を推測できない．加えて，品質保

持剤の効果の程度には品目・品種間差があることか

ら，品目や品種によって品質保持剤の効果を検証す

ることが必要である． 

スカビオサ「フリフリサラ」のSTS処理濃度およ

び希釈倍率が日持ち期間に及ぼす影響について試験

した結果，2000倍・24時間処理で無処理より日持ち

期間が長くなり，1000倍・24時間処理，48時間処理

では無処理と同等となった．デルフィニウム切り花

のSTS吸収量と日持ちの関係について，黒島ら（20

09）は，切り花の銀吸収量より小花における銀含量

が日持ち延長に大きく影響し，STS処理時間がある

一定時間より長くなると小花中の銀含量は増加しに
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くくなり日持ち延長効果が小さくなると報告してい

る．また，カーネーション切り花にSTSを多量に吸

収させても花器から銀が微量にしか検出されなけれ

ば日持ちは無処理と変わらないとの報告がある（宇

田ら，1995）．本試験でも，STS吸収量が増加する

につれて日持ち延長効果が小さくなる傾向にあった

が，日持ち延長効果が出る最低限の銀吸収量につい

ては試験していないため，更に微量の銀を吸収させ

た際の日持ちへの効果の検証および銀を吸収させた

後の部位ごとの銀含量測定等により，スカビオサ植

物体内の銀の移行や品質保持機作について新しい知

見が得られる可能性がある． 

 

 

５．摘要  

 

 ラベンダー鉢物の輸送にかかる諸条件および

輸送後の観賞条件の検討，ラナンキュラス切り花

とスカビオサ切り花のエチレン感受性の有無お

よび品質保持剤の効果検証を行った．その結果，

下記のことが明らかとなった．  

1）ラベンダー鉢物は，低温輸送を行い，花穂の 

80％～90％が発色した状態で輸送すると小花

の開花率が向上した． 

2）ラベンダー鉢物はエチレン処理により小花の

落花が見られたことから，エチレンに対する感

受性があることが示された．特に小花が発達し

十分に発色しているものでは感受性が高かっ

た． 

3）ラベンダー鉢物を室内で5000lx以上の光条件下

で観賞すると1000lxで観賞するよりも開花率が

向上し日持ち期間が延長した． 

4）ラナンキュラス切り花では，エチレンに対する

感受性はやや低いと判断され，STSによる前処

理とGLAによる後処理により日持ち期間が有

意に延長した． 

5）スカビオサ切り花では，エチレンに対する感受

性は比較的高く，STSによる前処理とGLAによ

る後処理はそれぞれ日持ち期間を有意に延長

させ，特に後処理GLAの効果が高かった．また，

STS処理により，2000倍・24時間処理で日持ち

期間が延長したが，1000倍・24時間では無処理

と同等であった． 
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Summary  

 

We investigated the transportation conditions and the viewing conditions after transportation of

 potted lavender plants，as the ethylene sensitivity and the effect of preservatives of cut flower

s of Ranunculus and Scabiosa. The following were clarified. 

1) Potted lavender plants that were transported at low temperatures with 80-90% of their spik

es colored, had an extended vase life and improved flowering rate of the florets. 

2) Potted lavender plants were sensitive to ethylene , as the florets fell off when treated with 

ethylene. Ethylene sensitivity is particularly high when the florets are well -developed and color

ed. 

3) When potted lavender plants were observed indoors at a brightness of 5000 lx or more, th

e flowering rate was improved，and the vase life was extended compared to the observation at 

1000 lx. 

4) Ranunculus cut flowers were less sensitive to ethylene，and vase life was extended through

 pre-treatment with STS and post-treatment with GLA.  

5) Scabiosa cut flowers were highly sensitive to ethylene. Pre-treatment with STS and post -tre

atment with GLA extended the vase life, and the effect of GLA was particularly large.  STS tr

eatment at 2000 times for 24 hours extended the vase life, but treatment at 1000 times concen

tration for 24 hours did not extend the vase life. 


